
カスタマーハラスメントの類型と具体例 

①要求内容が社会常識を逸脱しているもの 

【例】・「○○を転校させろ」などの制度上不可能な要求を執ようにする。 

   ・教職員に対し「土下座しろ」と要求をする。 

   ・登下校時の送迎など教職員の負担が著しく大きい行為を執ように求める。 

②要求方法が社会常識を逸脱するもの 

長時間の対応を余儀なくさせる行為 

【例】・頻繁な来校又は電話により執ように苦情を言う。 

   ・同じ内容の電子メールを何通も送信する。 

   ・十分な説明後も繰り返しの対応をさせる。 

   ・会議室や職員室に居座り続け、同じ要求を繰り返す。 

大声や暴言で責めたてる言動、脅迫的な発言 

【例】・机を強くたたいて抗議する。 

   ・教職員を大声で怒鳴りつける。 

   ・「無能だ」などと教職員の人格を否定する。 

   ・身体に危害を加えることをほのめかす。 

暴行罪、傷害罪など犯罪が成立する可能性がある行為 

【例】・殴る、蹴る、胸ぐらをつかむなど暴力をふるう。 

   ・刃物などの凶器を示す。 

   ・学校・園側が退去を求めても応じず、施設内に居座り続ける。 

   ・無断で教室に侵入する。 

その他合理性を欠く不当・過剰な要求 

【例】・夜遅い時間に面談を求めたり、呼び出したりする。 

   ・業務時間外や深夜にまで連絡を行い、回答を要求する。 

     ・「担任を代えろ」「クラス替えをしろ」などと執拗に要求する。 

   ・「要求が認められるまでこどもを登校させない。」と一方的に主張する。 

③教職員の名誉やプライバシーを害する行為 

【例】・ＳＮＳで教職員を誹謗中傷する。 

   ・教職員とのやり取りを録画・録音し、ＳＮＳに投稿する。 

   ・学校・園内で許可なく撮影・録画する。 

※上記は例示であり、これらに限られるものではありません。 


